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1.はじめに 

現在、日本のストリートダンサーの人口が約

200 万人にも達すると言われている。数年前まで

は、ダンス先進国であるアメリカやフランスに

比べ、日本のストリートダンサーの社会的地位

は低かった。しかし現在はテレビ中継や CM など

でストリートダンスが起用される機会が増え、

知名度や社会的地位が上がってきた。そんな中

平成 23 年度より、小学校の体育の授業にストリ

ートダンスが導入された（図１）[1]。来年度よ

り、中学校の体育の授業でストリートダンスが

必修化され、今後は、高等学校にも導入される

予定である。学校でストリートダンス教育を担

うのは、ダンス経験者ではなく、未経験の体育

教師である。ストリートダンスの教育体制は未

だ整っておらず、ダンス未経験教員のみでの授

業には困難が伴う。体育教師の約 9 割がダンス

全般の教育が苦手という。体育教師を中心とし

た体験レッスンも行われているが、 授業に導入

するまでには至っていないのが現状である。 

 
図 1：新聞で取り上げられた記事[1] 

従来より、ダンス教育は人と人との直接のコ

ミュニケーションのみで行われ、ダンス未経験

者にとっては理解しにくい状況にある。そもそ

もダンスは感性の部分が大半であり、人によっ

て、感じ方、表現が様々であり、常に新たな要

素が加えられて、進化し続けている。時代によ

って模範が変わるものであり、正解がひとつと

は限らない。特にストリートダンスでは、ひと 

 

 

 

つひとつの動きや全体の構成に個性が重視され

ることが多い。ただ、どのダンスにも基本のス

テップが存在し、ほぼすべての動きは、それに

準ずる。この基本部分については、言葉だけで

は伝えにくく、動作を模倣することが重要とな

る。ダンス未経験者がダンス未経験者にダンス

の動きやノリを教えるのはマニュアルだけでは

難しいと考える。 
 本研究ではオノマトペを用いた配信型の教育

プログラムを提案し、学校の体育教師がダンス

を楽しく学ぶことを目指す。モーションキャプ

チャを用いてダンサーの動きを簡略化し、その

映像にオノマトペを付加し、楽しく理解を促す。

その映像データを簡単に閲覧できるライブラリ

を作成する。この教育プログラムを使用し、ス

トリートダンス未経験教員が体育の授業で教育

出来るようになることを目指す。 

2.背景 

従来ストリートダンスというものは、各自が

独自の工夫をして踊った B-Boying というダンス

に起源を持っている。このことが示すように、

教育ツールを使って教えるということはほとん

どなく、教えるときには、人から人へ直接教え

るという教育方法をとってきた。スタジオなど

の鏡の前で、インストラクターが見本を見せ、

その動きを見よう見まねで真似し、反復練習を

するというのが従来の主な方法である。反復練

習の際には自分の姿を見ずに、ただステップの

みを練習することもあり、自分の動きを把握す

ることができない。また、鏡を目の前にして反

復練習する際にも、実際に自分の目に映ってい

る動きと、カメラなどで撮った自分の動きを見

比べると、まったく違うと感じることが多い。

まず自分の動きを把握することが上達への近道

である。そして、自分の理想の動きをイメージ

しながら、自分自身の動きを意識して、筋肉の

内部感覚を通じて動きを変えていく。そのとき、

内部感覚を通じて内的に知覚した自分の動きと、

鏡などを通して外的に知覚した動きとのマッチ

ングをとりつつ、動きを理想のイメージに近づ

けて行く。このように、イメージをつくるには

知覚がなければならず、また適切な知覚が生じ
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ればイメージができるというように、知覚とイ

メージには密接な関係がある[2]。 

ストリートダンスは従来のダンスに比べて感

性を重視する割合が大きいので、ある程度の経

験者に対しては上記の方法が効果的と考えられ

ている。一方でこの方法では、ダンス本来のニ

ュアンスやノリという基本的な要素をダンス未

経験者に伝えることが非常に難しい。 

我々は 2011 年度から JSSA（一般社団法人日本

ストリートダンススタジオ協会）、名古屋大学

大学院とともに産学協同研究組織「ストリート

ダンス・エデュケーション・ラボ」を発足させ、

より効果的な教育プログラムの研究を行ってい

る（図 2）。より安全で効果的な教育方法を提案

し、ネット上で配信できるソフトの研究を行う。

この成果を小・中・高の授業に取り入れること

で、質の高い授業となり、年々増加するストリ

ートダンス人口がさらに広がることやストリー

トダンサーの社会的地位が確立されることを目

指している。 

3.オノマトペを用いた教育について 

我々は、ダンス未経験の体育教師が、自身で

ダンスを習得する場合や生徒に教える場合に、

CG による動きの表現にオノマトペによる言語表

現を加えることが有効だと考えている。オノマ

トペとは、日本語に数多く見られる、擬音語や

擬態語を包括的にさした言語表現である[3]。 

オノマトペを使用した身体動作の研究として、

佐藤らが行った「Font Action:身体動作から出

現するオノマトペ」がある[4]。オノマトペは物

事の声や音、様子、動作、感情を簡略的に表す

ことができ、各音の持つイメージに共通認識が

あり、ある共通のイメージを持った文字の組み

合わせでそのイメージに関連する音や様子を表

している。またオノマトペは直感的に理解でき

るため、漫画での表現やその他の様々なメディ

アで利用されている。これらの知見のもと、オ

ノマトペを用いたユーザの行為の誘発やオノマ

トペの視覚化に着目し、ユーザの身体動作によ

って連想されるオノマトペを文字として提示す

る漫画のようなインタラクティブシステム Font 

Action を開発した。このシステムによって身体

動作に新鮮な印象を与え、ユーザに楽しんでも

らうことを目的とした。 

Font Action の被験者評価は行われていないが、

ダンス教育に適用することで、楽しく教育が出

来ることが期待される。従来のダンス教育でも、

オノマトペを用いた指導は頻繁に行われており、

イメージや感覚を伝えることが多いダンス教育

の場では必要不可欠とも言える。オノマトペを

用いて動きのイメージを把握させることで、動

きの理解が容易になると考える。 

本研究では、ロックダンスの基本の動きに着

目した。動きの簡略化のために CG 化を行い、そ

の映像の注目すべき点の付近にオノマトペを付

加した。そしてオノマトペを付加した映像が楽

しく理解することが出来るのか検証を行った。

また、XML を使用した動画ライブラリを作成し、

動画データの閲覧を行えるようにした。 

検証はストリートダンス未経験者を対象に、

オノマトペを付加した映像と付加していない映

像を見比べ、どちらがより理解出来たのかアン

ケートを行った。その結果、オノマトペを付加

した映像のほうが楽しく理解できたという結果

がでた。オノマトペを漫画のようなクオリティ

で提示した方が効果があるのではないかという

意見や、映像に音楽やオノマトペに合った効果

音を付加するとより効果が現れるのではないか

という意見が挙げられた。 

4.今後の展望 

本研究ではこれまでにロックダンスの基本的

な動き１つについて、角度や重ね合わせ、オノ

マトペの効果について検証を行った。今後は動

きの種類を増やし、実際に教育に導入していく

必要がある。また、教育に使用するための音楽

を配信してほしいとの意見もあるため、音楽配

信プログラムや音楽データベースの開発につい

ても取り組む必要がある。 
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